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ご入学おめでとうございます。 

４月１０日（水）、２８５名の新入生を迎

え、第５０回入学式を挙行しました。天王

寺川中学校の真新しい制服に身を包み、希

望に満ちた表情で入場する新入生の姿か

ら、今後の中学校生活における大いなる可

能性を感じました。これからの頑張りに期

待しています。 

さて、入学式の校長式辞の中で新入生の皆さんに、中学校での３年間で是非とも

自分の「夢」見つけてほしいとお願いしました。 

そして夢の実現のために、「目標をたて、失敗を恐れずに自らの誇りを持って果敢

に挑戦してほしいこと」「自分の力を信じて行動すること」を毎日の学校生活の中で

是非とも意識してほしいと思います。 

また、本校では、「きちんと挨拶ができること」「強い意志をもち最後までやりぬ

くこと」「自分を大切にすること」そして「他者への思いやりがあること」の五つの

観点をとても大切にしていますともお話ししました。 

本校での学びが、大人への成長の過程で活かされるよう、本校教職員一同、生徒

の学力の向上とともに、豊かな心の育成に努めてまいりますので、保護者の皆さま

におかれましても、ご理解とご協力をいただき、学校と家庭とが円滑に連携できる

よう、よろしくお願いいたします。 

 

 



 

新入生代表 誓いの言葉 

暖かな春の訪れと共に、私たち新入生二百八十五名は今日、天王寺川中学校の入学式を迎えました。不

安と喜び、そして希望を抱き、いよいよ中学校生活の第一歩を踏み出します。 

この天王寺川中学校の制服を着た今、改めて気が引き締まる思いです。 

中学校は、私たちが過ごした小学校とは大きく変わることがいくつかあります。例えば、勉強では算数が数学

に、図工が美術に変わったり、テスト範囲が広くなったり、家庭学習も各教科で出されたりすることです。そういっ

た変化への不安もありますが、それ以上に楽しみなのは授業、部活動、そして新しい出会いです。授業は勉強

する教科が増えたり、教科ごとに先生が変わったり、授業の内容が深くなったりすることが特に楽しみです。 

次に部活動です。運動部も文化部もたくさんあり、正直どの部活動に入ろうかまだ迷っていますが、どの部活

動に入っても先輩方や仲間と一緒に頑張り、自分自身の成長につなげていきたいと思います。 

そして、最後に友達です。他の学校から来る人もいるので、自分から積極的に話しかけ、仲良くなりたいと思

います。楽しいときは思いっきり笑い合い、辛い時は助け合うことで信頼できる仲間をたくさんふやしていきたいと

思っています。 

不安や期待、楽しみなど、一人一人が様々な思いを持っていますが、どんな時も仲間と支え合い、助け合

い、共に頑張って行きたいと思います。先生方、先輩方、今日からどうぞよろしくお願いします。 

 

新入生代表 巽 咲優 

新入生「誓いのことば」 

入学式では、新入生代表の巽 咲優さんが「新入生誓いのことば」をしっかりと

述べてくれました。ここに、紹介いたします。 

 

 


